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　　（ 1 ）　オノレ ＝ ボネ





















































Loeb Classical Library, Book 51, 52.  に よ る。 同『騎 馬 隊 長 論』 は、The Loeb 
Classical Library, Book 183. による。フロンティヌス『軍略論』は、Loeb Classical 
Library, Book 174.  による。ウェゲティウス 『軍事学』は、Vegetius, Epitome of 
Military Science, translated by N. P. Milner 1993, second edition 2011. に よ る。
Honore Bonet, Arbre des batailles; The Tree of Battles, G. W. Coopland （Translator, 
Introduction）, 1949による。Christine de Pizan, Fais d' armes et de Chivalerie; The 
Book of Deeds of Arms and of Chivalry, Edited by Charity Cannon Willard, and 
Translated by Sumner Willard, 1999、Christine de Pizan, Livre du corps de policie; 
The Book of the Body Politic, Edited by Kate Langdon Forhan, 1994.
マキァヴェッリ諸作品の連関（笹倉）　　5

































































































































































　1328年 5 月、ピサをめぐってフィレンツェと戦う。フィレンツェは 4 万


































































































































































ンドロス（Onasandros,  紀元 1 世紀）は、その『指揮官』
（２）

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































「武装した預言者」論（『君主論』第 6 章）、ボルジア論（『君主論』第 8 章）
においてである。これらと同様な議論は『ディスコルシ』にも、見られ
た。この点は、後でも論じる。ここでは、暴力行使の基本原則について論











































































































































































































































































































































































































































































































66　　早法 93 巻 1 号（2017）
れが問題となのは、ともに強い国である A 国と B 国が戦争しているとき










A 国が勝てば、A 国は C 国に恩義を感じてくれる。B 国が勝っても、完
全制覇はないものだから、あとで C 国をも攻撃しに来るというようなこ
とはない。負けた A 国も、恩義を感じえ戦後もいろいろ C 国に配慮して









































68　　早法 93 巻 1 号（2017）
民衆は、善い制度と徳性の高い人物とに服する社会で生活することによっ
て自然と道徳性を高める、という立場が鮮明である。これは、西洋でも東





している、あの内紛に由来しているからである。」（第 1 巻 4 章）
「ここで我々は、当時のローマがいかに完全で、人民がいかにすばらしい良













































































































































































































































































ば、第 1 巻 4 〜 8 章の、平民と貴族の対立・護民官 ; 第 1 巻22〜24章の、
ホラティウス家の事件 ; 第 1 巻11〜15章の、宗教 ; 第 1 巻39〜45章の、十






78　　早法 93 巻 1 号（2017）
たことを意味する。
　マキァヴェッリは、古代の勉強を進める中からかなりの思想やものの見
方・考え方を学び取り、自己のものとしていった。そしてそれが、その後
の時代において「新しいリアリズム政治学」、「政治と道徳の分離」、「性悪
論」、「作為の思想」の出現だと受け止められることになる諸作品となっ
た。
　第四に、『君主論』と『ディスコルシ』では、マキァヴェッリの政治的
立場にちがいはない。上で見たように、『君主論』の主要論点のすべてが、
実は『ディスコルシ』でも重要性をもっている。しかも両著は、ともに古
代の政治的・軍事的リーダーの行為を今日のリーダーたちに範例として示
すための作品としてある。その古代のリーダーたちは、君主であったり共
和国リーダーないし共和国それ自体だったりする。これに対応して、両著
において、名宛人である今日のリーダーたちも、君主であったり共和国リ
ーダーないし共和国それ自体であったりしている。名宛人の点でも、内
容・立場の点でも、大差がない。もちろん相対的に、『君主論』では君主
が主たる名宛人であるが。
　そもそも、45歳にもなった人物が、同時期に書いた上記 2 著で政治的立
場に大きなちがいを見せているなどと考えること自体が、おかしいのであ
る。
